
がん・生殖医療ネットワー
クの実際の運用

富山大学産婦人科 伊東雅美

Oncofertility Consortium Japanミニワークショップ@香川
～香川県のがん・生殖医療と連携について考える～

2024年3月26日 18:00～20:00

※ 私の今回の発表に関連して、開示すべき利益相反状態はありません．



(2024年1月12日(金)OCJpn全国ワークショップ資料より)



富山県について



https://www.benricho.org/chimei/rinsetsuken/16.html, (2022/1/6閲覧)

https://www.benricho.org/chimei/rinsetsuken/16.html


厚生労働省 2021/1/27 第18回がん診療連携拠点病院等の指定に関する検討会資料2 https://www.mhlw.go.jp/content/10901000/000726746.pdf, (2022/1/6閲覧)

⑦⑧

⑨

⑩

https://www.mhlw.go.jp/content/10901000/000726746.pdf


日産婦ART登録施設



新田はちろう公式サイト https://nitta8.info/policies, (2022年1月12日閲覧)



OCJpnミニワークショップ富山
を行った経緯について



家族それぞれの状況 (2021年度の冬頃)

【本人】

性交渉歴なく、卵子採取のために経腟的な診察や処置(採卵)があるこ
とを知らずに温存施設を初診。

【父】

【母】揺らいでいる

•本人がそんなに嫌がっているならやらなくてよい。

(2022年10月3日OCJpnMW@富山スライドより)

白血病思春期女性
病院Aがん治療医→地域連携
→クリニックCへ紹介
(がん相談支援センターの介入はなさそう)



富山県の現状

● 2022年4月県がん診療連携協議会小児AYA部会新設
(富山県がん生殖ネットワークの母体。患者さんは助成金受給)

● がん診療施設と生殖医療施設が別

生殖医療施設

富山大学附属病院

原疾患治療施設

• 多職種(薬剤師、心理士等)による
実質的なAYAサポートチームはまだない

紹介

(2022年9月4日 第19回日本乳癌学会中部地方会 医療スタッフセミナー2スライドより)



Oncofertility Consortium Japan
ミニワークショップ@富山

(富山県のがん・生殖医療ネット
ワークを考える会)

● 実行委員

Oncofertility Consortium Japan(OCJpn)運営委員会 委員長
岐阜大学医学部附属病院産婦人科 教授 古井辰郎

OCJpnミニワークショップ@富山実行委員
富山大学産婦人科 伊東雅美
富山大学附属病院看護部 樋口麻衣子
富山大学消化器・腫瘍・総合外科(乳腺科) 金谷瑛美
富山市民病院産婦人科 田中智子
富山県立中央病院産婦人科 草開友理
富山県立中央病院泌尿器科 島 崇
富山県健康課がん対策推進班 赤川真由子



総合的な思春期・若年成人(AYA)世代のがん対策のあり方に関する研究：生殖小班
岐阜大学産婦人科 古井辰郎先生 より

参考資料：ネットワークのタイプ

12

(2024年1月12日(金)2023年度OCJpn全国ワークショップグループワーク資料より)



(https://www.pref.gifu.lg.jp/uploaded/attachment

/273275.pdf 2022/9/11閲覧)

(https://www.hosp.gifu-u.ac.jp/origin/cancer-

center/dist/pdf/consultation/seisyokuiryo.pdf 2022/9/11閲覧)

参考 1つの例 基幹病院型
岐阜県がん・生殖医療ネットワーク(GPOFs)

(2022年9月12日富山県がん診療連携協議会小児AYA部会資料)

https://www.hosp.gifu-u.ac.jp/origin/cancer-center/dist/pdf/consultation/seisyokuiryo.pdf
https://www.hosp.gifu-u.ac.jp/origin/cancer-center/dist/pdf/consultation/seisyokuiryo.pdf


参考 1つの例 基幹病院型

宮城県がん・生殖医療ネット
ワーク

• 生殖施設に直接依頼が来
た場合は予約の段階で
コーディネーター施設を
経由するよう指示される。

• がん生殖の患者さんは強
制的に妊孕性の意思決定
支援に回るようになって
いる。

✓ 検体保存施設の意向確認必要
✓ 意思決定支援はかなり迅速にや
る必要がある。希望日にいつで
も対応するような体制が必要

(http://www.ob-gy.med.tohoku.ac.jp/miyagi-c_rt/index.html 2022/8/20閲覧)

(2022年9月12日富山県がん診療連携協議会小児AYA部会資料)

http://www.ob-gy.med.tohoku.ac.jp/miyagi-c_rt/index.html


富山県の現在のネット
ワークについて



(2023年1月27日OCJpn全国ワークショップ資料改変)



D病院

G病院
C病院

H病院

I病院

情報提供施設

妊孕性温存施設

がん治療施設

➢ 患者さんの負担
• 意思確認や説明が不十分になる可能性
• ”適応がない患者”の紹介

➢ 温存施設の負担
• 情報提供・意思決定支援

妊孕性温存施設
(日本産科婦人科学会妊孕性温存療法実施医療機関)

(日本泌尿器科学会 医学的適応施設)

(2022年9月12日富山県がん診療連携協議会小児AYA部会資料改変)

混合型





今後の課題
【ネットワークの母体を「部会」にしたことについて】

● 通常他の部会では、部会長病院を毎年各病院が交代で担い運営していくが、本部会では

現状大学が部会長病院として毎回研修会・検討会の企画・運営をしている。

● 研究班の考え方では「事務の庶務等を担う事務局」が設置されていることが示されている。

【ネットワークの構成員】

● 相談支援担当者の代表、患者(ないし患者家族)の代表が参加する
● 温存施設にも入っていただかないといけない(現在は未参加)

【検討会の実施について】

● 部会という枠組みの他にどのように行っていくのか。

【ネットワーク全体として】

● 地域での妊孕性温存実施件数(概数)の把握（新規がん罹患数に対する温存の割合．2019年
度新規小児AYA世代がん罹患：180名, 2022年度妊孕性温存実施件数：9名）

● 各拠点病院・県民への普及

● 助成金を使わずに温存するケースも存在



CREDITS: This presentation template was created by Slidesgo, and 
includes icons by Flaticon and infographics & images by Freepik

ご清聴いただき、
ありがとうございました

本発表の機会を与えて下さった
香川大学医学部周産期学婦人科学教授 金西賢治先生
香川県がん・生殖医療ネットワーク関係者
OCJpn関係者

の皆様に感謝申し上げます．

https://bit.ly/3A1uf1Q
http://bit.ly/2TyoMsr
http://bit.ly/2TtBDfr
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